
【申立書記載事項について】 
（記載欄が不足する場合は、別の紙に記載いただき、申立書に添付のうえご提出ください。 

なお、ご提出いただいた申立書及び資料は全て白黒で印刷いたします。） 

 

 

・署名（⾃署）してください。 
・記名（テキスト⼊⼒）する場
合は、⽒名の横に押印してくだ
さい。 

・法⼈にあっては、その「法⼈
名、代表者役職名（代表取
締役等)、代表者名」をお書き
ください（押印不要）。 

・紛争が⽣じた相⼿⽅の銀⾏名、営業店名、担当者の⽒
名を記載してください。 

・販売担当者が不明な場合にはその旨を記載してください。 

・郵便番号、住所、電話番
号、携帯電話番号をお書
きください。 

・ご記⼊⽇をお書きください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

・以下の例のように、申⽴対象商品、申⽴対象契約等を明らかにす
るとともに、銀⾏にどのようなことを求めるかを具体的かつ明瞭に記
載してください。 

・損害⾦の補てんを求める場合には⾦額も記載してください。 
（例）○年○⽉○⽇にＸ銀⾏から購⼊した投資信託「▲▲▲」

により⽣じた損害■■円を⽀払ってほしい。 
・申⽴対象商品が解約済みか否か（解約済みの場合は解約⽇）
も記載してください。 

・銀⾏との間でトラブルになった事案の発⽣から現在に
⾄るまでの経緯を時系列に沿って記載してください。 

・投資商品の損失補てんを求める場合、銀⾏からの説
明内容、銀⾏とのこれまでの取引内容、投資経験、
購⼊の⽬的、他の⾦融機関を含めての⾦融資産に
ついて記載していただくと⼿続がスムーズに進みます。 

・銀⾏への苦情の申し出から現在に⾄るまでの経緯を
時系列に沿って記載してください。 

・銀⾏の主張とお客さまの主張が、どのように異なるの
か整理して記載してください。 

(例)商品内容やリスクについて説明を受けていない。 
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・銀⾏から交付・説明を受けたパンフレット・⽬論⾒書、記⼊した申込書等の資
料を申⽴書とともにご提出ください。 

・投資商品の損失補てんを求める場合、その商品の購⼊時の資料（解約済み
であれば解約時の資料も）及び直近の損益状況（解約済みであれば解約
時の損益状況）がわかる資料があれば提出してください。 

・提出された資料⾃体は返還できませんので、資料の原本を保存しておきたい
場合は、コピーした資料を提出してください。 

・ご提出いただいた資料は全て⽩⿊で印刷いたします。カラー資料としてあっせ
ん⼿続において利⽤されることをご希望の場合は、当該カラー資料を６部ご提
出ください。 

・資料が現存していない場合には、そのことを記載してください。 

・申⽴書１⾴⽬記載の住所と異なる場所への
資料送付を希望される場合は、その住所を記
載してください。 



 



 

・署名（⾃署）してください。 
・法⼈にあっては、その「法⼈名、代表者役職名（代表取締役等)、代表者名」を署名（代表者による⾃署または
記名・押印）してください。 

・記名（テキスト⼊⼒）する場合は、⽒名の横に押印（申⽴書 1 ⾴⽬と同⼀の印鑑）してください。 
・申⽴⼈のほかに代理⼈がいる場合には、双⽅の署名（⾃署）が必要です。 
・複数の代理⼈がいる場合には、代理⼈全員の署名（⾃署）が必要です。（署名欄等は適宜ご作成ください。） 
・代理⼈のみの署名（⾃署）は、成年後⾒⼈等の法定代理⼈以外は認めていません。 


